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日本一安全・安心のまちづくりプロジェクト

篠町安全・安心のまちづくり推進会議

　
亀
岡
市
か
ら
「

セ
ー

フ
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
」
の
モ
デ
ル
自
治
会
と
し
て
指
定
さ

れ
た
篠
町
自
治
会
で
は
、

行
政
・
大
学
・

地
域
や
民
間
の
関
係
団
体
な
ど
で
構
成
す

る
「

篠
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は

篠
町
に
お
け
る
「

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
」
の
推
進
母
体
と
し
て
、

市
の
認
証

取
得
（
平
成
二
十
年
三
月
）

に
も
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
篠
町
自
治
会
で
は
、
「

人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
交
流
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
篠
町
」

づ
く
り
を
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
、

五
年
前
か

ら
毎
年
自
治
会
独
自
の
「

ア
ク
シ
ョ

ン
プ

ラ
ン
」
を
作
成
し
、

高
齢
者
の
方
々
の
安

全
安
心
を
地
域
で
支
え
る
「

向
こ
う
三
軒

両
隣
『
篠
町
ふ
れ
あ
い
マ
ッ

プ
』
」

作
成

を
は
じ
め
と
す
る
活
発
な
地
域
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
「

ふ
れ
あ

い
交
流
こ
そ
が
安
全
安
心
の
原
点
」

と
の

一
貫
し
た
考
え
方
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
初
の
認
証
取
得
後
の
平
成
二
十
年

度
も
、
住
民
総
参
加
に
よ
る
地
域
の
見
守

り
・
防
犯
・
ご
み
環
境
運
動
を
目
指
す

「

篠
町
一
万
人
の
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」

な
ど

五
つ
の
新
た
な
活
動
が
始
ま
っ

て
お
り
、

篠
町
の
「

セ
ー

フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」

活
動

は
今
も
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
初
の
セ
ー
フ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

認
証
取
得
の
モ
デ
ル
自
治
会
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  e-mail  shinocho@maia.eonet.ne.jp
　HPアドレス　http://xn--6oq253eo0fr6g55h.net/
＜代表者＞
　井内邦典（篠町自治会長）
＜設立時期＞
　平成１９年７月
＜活動内容＞
　安全・安心巡回パトロールの実施、高齢者見守り隊の発足推進、南丹
　元気づくり体操（転倒予防体操）の普及、地域安全・安心マップの作
　成、取組広報の発信　など
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＜写真説明＞上段：篠町町民運動会での南丹元気づくり体操の実施、中段上：セーフコミュ
　　　　　　ニティ認証、中段下：篠町ふれあいマップ、下段：セーフティキッズ事業

｢セーフコミュニティ｣とは、
事故やけがは偶然の結果ではなく予防できるという理念のもと、科学的データから事故等の原因を調べ、府や市町村など行政はもちろ
ん、地域住民、ＮＰＯ、関係民間団体など多くの主体の協働で健やかで元気に暮らすことができるまちづくりを進めるものです。



▲ひすとりー

▲
と
ぴ
っ
く
す
！

▲
代
表
者
い
ん
た
び
ゅ
ー

○
「
篠
町
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
」
と
は
？

　
平
成
十
六
年
に
自
治
会
長
に

就
任
し
て
か
ら

「
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
町
　
篠
町

」
の
ビ
ジ
ョ
ン

（
運
営
方
針

）
を
定
め

、
自
分

た
ち
の
た
め
の
地
域
社
会
を
創

ろ
う
と

、
有
志
と
と
も
に
様
々

な
取
組
を
行

っ
て
き
ま
し
た

。

　
そ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ

た
の
か

、
平
成
十
八
年
の
十
一

月
に
亀
岡
市
か
ら

「
セ
ー

フ
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ

」
の
モ
デ
ル
地
区

に
な

っ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が

来
ま
し
た

。
こ
の
活
動
を
行
う

こ
と
で
海
外
で
は
事
故
や
怪
我

な
ど
が
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上

も
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り

、
こ
れ
は
篠
町
が
目
指

す
方
向
と
一
致
す
る
と
考
え

、

了
解
し
ま
し
た

。

　
モ
デ
ル
地
区
に
な
る
こ
と
で

府
や
病
院

、
大
学
な
ど

、
従
来

は
自
治
会
と
接
点
が
あ
ま
り
な

か

っ
た
機
関
か
ら
も
ア
ド
バ
イ

ス
や
科
学
的
デ
ー

タ
を
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
で

、
自
治
会

活
動
に
と

っ
て
も
有
益
で

、
活

動
を
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
で
き
る
と

考
え
ま
し
た

。

　
モ
デ
ル
地
区
と
な
り

、
具
体

的
な
活
動
を
進
め
る
中
で
十
九

篠
町
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
　
会
長

井
内
邦
典
さ
ん

年
七
月
に
は

、
ま
ち
つ
く
り
推

進
会

、
民
生
児
童
委
員

、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
各
地
域
活
動
団
体
と
も
連
携

し
て

、

「
篠
町
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

」
を
設

置
し
ま
し
た

。

○
現
在
の
活
動
内
容
は
？

　
篠
町
ふ
れ
あ
い
マ

ッ
プ
の
作

成

、
な
ん
た
ん
元
気
づ
く
り
体

操
の
普
及

、
安
心
安
全
の
見
守

り
隊
の
実
施
の
ほ
か

、
通
信
の

発
行
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
作
成

な
ど
セ
ー

フ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
概

念
の
普
及
・
啓
発
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す

。

　
篠
町
ふ
れ
あ
い
マ

ッ
プ
は

、

「
向
こ
う
三
軒
両
隣

」
～

助
け

合
い
関
係
の
再
生
・
強
化
を
目

指
す
も
の
で

、
家
族
数

、
高
齢

者
の
有
無

、
災
害
時
の
要
支
援

者
の
有
無

、
一
時
避
難
場
所
や

避
難
施
設
な
ど
地
域
の
基
本
的

情
報
を
共
有
す
る
も
の
で
す

。

　
な
ん
た
ん
元
気
づ
く
り
体
操

は

、
京
都
府
南
丹
保
健
所
が
開

発
し
た
高
齢
者
の
た
め
の
転
倒

予
防
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

、
篠

町
で
は
場
所
や
用
具
の
確
保
を

行
う
と
と
も
に

、
様
々
な
催
し

や
会
議
に
お
い
て
も
実
施
し

、

普
及
を
図

っ
て
い
ま
す

。

　
安
心
安
全
見
守
り
隊
は

、
例

え
ば

、
子
ど
も
の
下
校
時
間
に

合
わ
せ

、
地
域
住
民
が
散
歩
や

買
い
物

、
清
掃
な
ど
家
の
外
で

子
ど
も
を
見
守
る

「
地
域
子
ど

も
出
迎
え
・
デ
ー

」
を
平
成
十

九
年
十
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に

実
施
し
て
い
ま
す

。

 
こ
れ
ら
に
加
え
京
都
府
南
丹

広
域
振
興
局
の

「
南
丹
セ
ー

フ

テ
ィ
キ

ッ
ズ
認
定
事
業

」
の
協

働
実
施
を
は
じ
め
多
く
の
新
規

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

。

○
篠
町
自
治
会
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
と
「
ま
ち
つ
く
り

推
進
会
」
活
動

　
篠
町
の
自
治
会
活
動
の
最
大
の

特
徴
は
、

自
治
会
と
し
て
は
珍
し

い
戦
略
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

を
作
成
し
毎
年
度
の
目
標
を
明
確

に
し
た
上
で
、

実
現
し
て
い
く
手

法
に
あ
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
か

ら
始
ま
り
今
年
で
五
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
「

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
」

を
基
本
に
、

安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り

(

セ
ー

フ
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

)

活
動
以
外
に
も
、

例
え
ば

郷
土
色
・
季
節
感
あ
ふ
れ
る
「

七

夕
」
「

竹
と
う
ろ
う
光
の
祭
典
」

「

千
灯
明
」
、
「

門
松
・
凧
飾

り
」

な
ど
の
様
々
な
行
催
事
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　
ま
た
、
「

ま
ち
つ
く
り
推
進

会
」

の
存
在
も
忘
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
会
は
、

地

域
活
動
を
担
う
人
材
と
し
て
、

「

団
塊
の
世
代
」

な
ど
、

退
職

し
て
比
較
的
時
間
に
余
裕
が
あ

り
、

か
つ
や
る
気
の
あ
る
方
々

に
地
域
貢
献
の
見
本
を
示
し
て

も
ら
お
う
と
作
ら
れ
た
組
織
で

す
。

　
現
在
は
三
つ
の
部
会
に
分
か

れ
て
、

男
性
中
心
に
約
百
四
十

名
が
農
園
活
動
、

清
掃
活
動
、

里
山
の
保
全
整
備
な
ど
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら

の
人
々
が
、

安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
活
動
で
も
強
力
な
担

い
手
と
な
っ

て
い
ま
す
。

★
広
域
振
興
局
も
協
働
し
て
い
ま
す
！

　

「
南
丹
地
域
振
興
計
画

」
で

も

『
こ
れ
で
あ
ん
し
ん
！
危
機

に
強
く
安
心
安
全
な
南
丹
地

域

』
プ
ラ
ン
で

、
安
心
安
全
を

支
え
る
基
盤
整
備
と
地
域
ぐ
る

み
で
様
々
な
危
機
に
対
す
る
備

え
を
よ
り
万
全
な
も
の
に
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
掲
げ
て
い
ま

す

。

 
南
丹
広
域
振
興
局
で
は

、

『
共
助
の
気
風

』
を
大
切
に
し

つ
つ

、
様
々
な
方
と
の
協
働
で

「
セ
ー

フ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

」
の
普

及
の
ほ
か

、
防
災
意
識
を
高
め
た

子
ど
も
達
を
交
え
て
地
域
防
災
力

の
高
ま
り
を
目
指
す

「
南
丹
セ
ー

フ
テ
ィ
キ

ッ
ズ
認
定
事
業

」
や

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

」
に
備

え
た
研
修
・
訓
練
な
ど
独
自
の
取

組
も
行
い

、
危
機
へ
の
対
応
は
も

ち
ろ
ん

、
日
常
生
活
に
お
け
る
事

故
等
が
少
な
く
な
る
安
心
・
安
全

な
南
丹
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す

。

H16.  4月

H18. 11月
H19.  2月
H19.  4月

Ｈ19.  7月

Ｈ20.  6. 19

H20.7･8月
H20.　10. 4

現自治会長就任。自治会アクションプランによる町づくり活
動がスタート。
亀岡市のセーフコミュニティモデル地区選定。
篠町自主防災会が知事表彰を受賞。
地域の現状を知るためのヒアリング調査実施。セーフコミュ
ニティの地域ワークショップを４回にわたり実施。
セーフコミュニティの実施組織として「篠町安全・安心のまち
づくり推進会議」を設置。
篠町自治会が京都府の市町村・地域自治功労者（地域力
再生功労者・団体の部）を受賞。
南丹セーフティキッズ認定事業ワークショップ（２回）
南丹セーフティキッズ認定事業講習訓練～４３名の子どもた
ちが南丹セーフティキッズに認定される。～


